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―
―
現
在
の
日
本
の
保
険

・
金
融
業
界
を
め
ぐ
る
状
況

は
。

　
酒
井
　
金
融
業
界
で
は
バ

ー
ゼ
ル
３
、
銀
行
業
務
範
囲

制
限
、
ボ
ル
カ
ー
ル
ー
ル
、

債
権
破
た
ん
処
理
計
画
（
Ｒ

Ｒ
Ｐ
）
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
デ
リ
バ
テ

ィ
ブ
規
制
、
シ
ャ
ド
ー
バ
ン

キ
ン
グ
規
制
な
ど
、
規
制
強

化
の
流
れ
が
加
速
し
て
い

る
。
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク

の
顕
在
化
を
避
け
る
た
め
の

規
制
の
下
で
、
特
に
欧
米
の

銀
行
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は

制
約
を
受
け
つ
つ
あ
り
、
リ

ス
ク
の
よ
り
少
な
い
、
あ
る

意
味
で
同
質
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
へ
の
転
換
が
求
め
ら

れ
て
も
い
る
。
そ
れ
に
対

し
、
邦
銀
、
特
に
メ
ガ
バ
ン

ク
の
資
本
水
準
は
リ
ス
ク
プ

ロ
フ
ァ
イ
ル
に
比
べ
て
相
対

的
に
良
好
な
水
準
に
あ
る
と

み
ら
れ
、
海
外
で
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
融
資
な
ど
を
活
発
化

さ
せ
て
き
て
い
る
が
、
Ａ
Ｌ

Ｍ
上
の
資
金
調
達
ギ
ャ
ッ
プ

の
課
題
は
あ
る
。
一
方
、
保

険
業
界
で
は
、
ソ
ル
ベ
ン
シ

ー
２
の
導
入
に
向
け
、
保
険

負
債
評
価
の
割
引
率
に
か
か

わ
る
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
は

経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
経
営
強

化
の
た
め
の
議
論
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
保
険
監
督
者

国
際
機
構
（
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
）

は
、
金
融
安
定
理
事
会
（
Ｆ

Ｓ
Ｂ
）
の
枠
組
み
の
下
で
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ

ス
テ
ム
上
重
要
な
保

険
会
社
」
（
Ｇ
―
Ｓ

Ｉ
Ｉ
ｓ
）
の
選
定
に

関
す
る
市
中
協
議
文

書
を
公
表
し
て
お

り
、
銀
行
と
同
様
、

保
険
会
社
の
活
動
が
シ
ス
テ

ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
の
顕
在
化
に

つ
な
が
る
こ
と
を
避
け
る
た

め
、
よ
り
高
い
資
本
水
準
や

非
保
険
的
な
リ
ス
ク
な
ど
の

規
制
導
入
を
議
論
し
て
い

る
。
生
保
会
社
の
場
合
は
、

低
金
利
下
で
国
債
へ
の
集
中

投
資
が
な
さ
れ
る
一
方
で
、

社
債
や
外
国
債
券
へ
の
分
散

化
の
程
度
は
ま
だ
限
定
的

だ
。
時
価
会
計
の
制
約
の
下

で
、
長
期
資
金
の
供
給
者
と

し
て
の
機
能
は
十
分
に
は
発

揮
さ
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ

な
い
。

　
―
―
金
融
業
界
で
の
規
制

枠
組
み
の
動
向
は
。

　
酒
井
　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
欧
州
債
務
危
機
へ
の

過
程
で
、
金
融
危
機
の
再
発

防
止
に
向
け
、
現
在
の
バ
ー

ゼ
ル
２
・
５
か
ら
来
年
に
予

定
さ
れ
て
い
る
バ
ー
ゼ
ル
３

へ
の
移
行
が
大
き
な
道
筋
に

な
っ
て
い
る
。
バ
ー
ゼ
ル
３

で
は
、
自
己
資
本
比
率
、
流

動
性
基
準
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
比

率
に
関
す
る
規
制
適
用
の
概

要
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
既
に

定
め
て
お
り
、
ま
た
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
シ
ス
テ
ム
上
重
要

な
銀
行
（
Ｇ
―
Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
）

の
特
定
や
追
加
的
な
資
本
チ

ャ
ー
ジ
な
ど
も
決
定
事
項
に

な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
ト

レ
ー
デ
ィ
ン
グ
勘
定
に
か
か

る
自
己
資
本
比
率
の
見
直
し

や
、
定
量
的
影
響
度
調
査

（
Ｑ
Ｉ
Ｓ
）
を
踏
ま
え
た
流

動
性
基
準
と
レ
バ
レ
ッ
ジ
比

率
、
国
内
基
準
行
へ
の
適
用

ル
ー
ル
な
ど
は
こ
れ
か
ら
決

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
―
―
大
手
金
融
機
関
の
財

務
の
健
全
性
は
。

　
酒
井
　
９
月
20
日
に
バ
ー

ゼ
ル
委
員
会
は
　
昨
年
12
月

末
時
点
で
の
Ｑ
Ｉ
Ｓ
の
結
果

を
公
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
バ
ー
ゼ
ル
３
の
定
義
で

定
量
化
し
た
場
合
、
対
象
と

な
っ
た
２
０
９
行
の
う
ち
、

グ
ル
ー
プ
１
の
上
位
１
０
２

行
で
は
、
普
通
株
式
な
ど
Ｔ

ｉ
ｅ
ｒ
１
比
率
の
平
均
が
７

・
７
％
、
ま
た
、
残
り
の
１

０
７
行
の
平
均
が
８
・
８
％

だ
っ
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ

１
の
流
動
性
カ
バ
レ
ッ
ジ
比

率
（
Ｌ
Ｃ
Ｒ
）
は
平
均
で
91

％
、
安
定
調
達
比
率
（
Ｎ
Ｓ

Ｆ
Ｒ
）
が
98
％
と
、
対
応
が

進
ん
で
い
る
よ
う
に
も
推
測

さ
れ
る
結
果
だ
っ
た
。

　
―
―
ソ
シ
エ
テ
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
に
つ
い
て
は
。

　
酒
井
　
当
社
グ
ル
ー
プ
に

関
し
て
は
、
今
年
６
月
末
時

点
で
バ
ー
ゼ
ル
２
・
５
ベ
ー

ス
の
コ
ア
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本

比
率
が
９
・
９
％
だ
っ
た
。

ま
た
、
今
後
、
内
部
留
保
を

積
み
上
げ
て
２
０
１
３
年
末

ま
で
に
バ
ー
ゼ
ル
３
ベ
ー
ス

の
コ
ア
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
比

率
９
・
０
～
９
・
５
％
を
達

成
し
得
る
と
グ
ル
ー
プ
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
は
発
表
し
て
い

る
。
中
長
期
資
金
の
調
達
に

つ
い
て
も
、
こ
の
第
２
四
半

期
ま
で
に
、
既
に
今
年
分
の

調
達
を
終
え
て
い
る
。
こ
れ

に
、
預
金
や
株
式
で
の
調
達

分
を
加
え
る
と
、
グ
ル
ー
プ

全
体
の
資
金
ニ
ー
ズ
の
約
80

％
が
こ
れ
ら
の
中
長
期
性
の

資
金
に
よ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ

ら
に
、
Ｌ
Ｃ
Ｒ
に
つ
い
て

は
、
短
期
資
本
調
達
の
ニ
ー

ズ
を
中
央
銀
行
へ
の
預
託
な

ど
を
含
め
た
流
動
性
資
産
で

ほ
ぼ
ま
か
な
え
て
お
り
、
迅

速
に
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
や
調

達
で
の
対
応
が
行
わ
れ
た
と

い
え
よ
う
。

　
―
―
保
険
業
界
で
の
資
本

規
制
強
化
の
影
響
は
。

　
酒
井
　
銀
行
業
界
で
は
、

シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
を
回

避
す
る
た
め
に
リ
ス
ク
を
過

小
評
価
せ
ず
、
よ
り
厳
格
な

基
準
で
十
分
な
資
本
要
件
を

求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
金

融
業
務
で
は
短
期
的
な
資
金

供
給
が
中
心
に
な
り
、
各
銀

行
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
自
体

が
似
通
っ
て
き
て
コ
ン
バ
ー

ジ
し
て
し
ま
う
傾
向
に
な

る
。
一
方
、
保
険
業
界
で
は

ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
２
の
議
論
が

続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
同
時

に
時
価
会
計
や
リ
ス
ク
を
基

準
と
し
た
資
本
要
件
の
導
入

が
進
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

や
は
り
、
保
険
会
社
や
年
金

基
金
が
長
期
投
資
を
行
う
上

で
の
制
約
が
強
く
な
っ
て
い

る
。
時
価
評
価
の
下
で
は
、

フ
ェ
ア
バ
リ
ュ
ー
（
公
正
価

値
）
が
そ
の
時
々
の
時
価
を

ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
た
め
、

結
果
的
に
短
期
的
な
市
場
で

の
評
価
の
ブ
レ
に
晒
さ
れ
て

し
ま
う
。
当
然
、
各
期
損
益

に
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
た

め
、
保
険
会
社
な
ど
の
機
関

投
資
家
は
、
国
債
な
ど
を
除

い
た
長
期
投
資
に
手
を
出
し

づ
ら
く
な
り
、
国
債
や
長
期

の
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
マ
ッ

チ
し
た
社
債
な
ど
に
限
定
さ

れ
て
し
ま
う
。

　
―
―
今
後
の
保
険
・
金
融

業
界
で
想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク

シ
ナ
リ
オ
は
。

　
酒
井
　
現
在
、
日
本
の
金

融
機
関
や
保
険
会
社
は
、
国

家
財
政
の
赤
字
幅
の
拡
大
に

伴
う
国
債
価
格
の
暴
落
の
市

場
お
よ
び
ソ
ブ
リ
ン
リ
ス
ク

に
加
え
、
地
震
な
ど
の
巨
大

自
然
災
害
リ
ス
ク
、
さ
ら
に

は
地
政
学
的
リ
ス
ク
も
具
体

的
に
抱
え
て
い
る
。
し
か

も
、
こ
れ
ら
は
と
も
す
る
と

連
続
し
て
起
こ
る
危
険
性
も

孕
ん
で
お
り
、
そ
う
し
た
か

な
り
デ
ィ
ー
プ
な
シ
ナ
リ
オ

も
含
め
て
、
「
ジ
ャ
パ
ン
・

リ
ス
ク
」
を
総
合
的
に
想
定

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
仮
に
こ
れ
ら
の

リ
ス
ク
が
連
動
し
た
場
合
の

リ
ス
ク
レ
ベ
ル
は
、
個
社
レ

ベ
ル
と
い
う
よ
り
は
、
国
家

レ
ベ
ル
で
の
政
策
対
応
の
議

論
が
よ
り
必
要
と
な
り
、
国

レ
ベ
ル
で
の
政
策
対
応
ま
で

読
み
込
ん
だ
シ
ナ
リ
オ
を
考

慮
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
例

え
ば
、
何
ら
か
の
要
因
で
信

任
が
崩
れ
た
り
、
あ
る
い
は

ほ
か
の
リ
ス
ク
と
連
動
し
て

国
債
が
一
斉
に
売
却
さ
れ
る

と
、
中
長
期
金
利
の
上
昇
、

国
債
利
払
い
の
上
昇
、
そ
し

て
国
債
を
大
量
に
保
有
す
る

銀
行
や
保
険
会
社
の
信
用
不

安
が
起
き
、
さ
ら
に
は
資
本

逃
避
、
円
安
、
イ
ン
フ
レ
懸

念
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と

想
定
さ
れ
る
。
一
方
、
政
策

当
局
が
、
国
債
の
流
動
性
サ

ポ
ー
ト
や
、
金
利
政
策
、
為

替
・
資
本
政
策
、
さ
ら
に
時

価
会
計
制
度
な
ど
に
関
し
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
が

重
要
な
シ
ナ
リ
オ
の
分
か
れ

道
に
も
な
る
。
金
融
機
関
は

そ
う
し
た
シ
ナ
リ
オ
も
具
体

的
な
想
定
と
し
て
読
み
込
ん

で
お
く
必
要
が
あ
る
。
個
人

的
に
は
、
民
間
金
融
機
関
の

経
営
レ
ベ
ル
が
リ
ス
ク
シ
ナ

リ
オ
に
関
す
る
議
論
を
定
期

的
に
率
直
に
交
わ
し
合
い
、

在
り
得
べ
き
事
態
に
備
え
て

お
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
―
―
現
在
の
政
治
状
況
も

リ
ス
ク
に
な
る
か
。

　
酒
井
　
政
府
・
担
当
各
官

庁
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス

ク
へ
の
対
応
を
考
え
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
現
在

の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
、

わ
が
国
の
抱
え
る
重
要
な
リ

ス
ク
に
つ
い
て
総
合
的
、
長

期
的
、
か
つ
戦
略
的
に
取
り

組
め
る
よ
う
な
体
制
に
は
必

ず
し
も
な
っ
て
い
な
い
の
で

は
と
危
惧
（
き
ぐ
）
し
て
い

る
。
自
然
災
害
リ
ス
ク
に
つ

い
て
も
、
仮
に
首
都
圏
直
下

型
地
震
で
首
都
機
能
の
多
く

が
喪
失
す
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
れ
ば
、
関
西
を
は
じ
め
首

都
圏
外
の
経
済
圏
と
の
つ
な

が
り
が
長
期
間
遮
断
さ
れ
る

リ
ス
ク
は
非
常
に
大
き
い
。

ま
た
、
「
囚
人
の
ジ
レ
ン

マ
」
の
状
況
に
入
り
つ
つ
あ

る
か
も
し
れ
な
い
地
政
学
的

リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
、
仮
に

一
方
が
強
硬
的
手
段
に
訴
え

る
事
態
に
な
れ
ば
、
経
済
的

な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
イ
ン
パ
ク
ト

は
計
り
知
れ
ず
、
世
界
恐
慌

の
ト
リ
ガ
ー
に
す
ら
な
り
か

ね
な
い
。
こ
う
し
た
想
定
し

た
く
な
い
リ
ス
ク
は
何
と
し

て
も
防
い
で
い
た
だ
き
た
い

が
、
想
定
し
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
「
ジ
ャ
パ
ン
・

リ
ス
ク
」
に
は
、
こ
う
し
た

国
レ
ベ
ル
の
「
ガ
バ
ナ
ン
ス

・
リ
ス
ク
」
を
付
け
加
え
、

真
剣
に
考
え
る
べ
き
か
も
し

れ
な
い
。

　
―
―
保
険
業
界
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ

の
浸
透
度
に
つ
い
て
は
。

　
酒
井
　
先
ご
ろ
、
金
融
庁

が
公
表
し
た
保
険
会
社
の
Ｅ

Ｒ
Ｍ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
に

よ
る
と
、
特
に
ス
ト
レ
ス
テ

ス
ト
に
つ
い
て
は
、
単
な
る

ス
ト
レ
ス
シ
ナ
リ
オ
や
過
去

の
事
象
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ヒ

ス
ト
リ
カ
ル
シ
ナ
リ
オ
だ
け

で
な
く
、
今
ま
で
に
起
こ
っ

た
こ
と
が
な
い
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
の
仮
想
シ
ナ
リ
オ
を

用
い
た
テ
ス
ト
を
実
施
し
て

い
る
と
い
う
先
進
的
な
例
も

見
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し

一
方
で
、
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト

の
結
果
を
ど
う
活
用
す
る
の

か
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
声
が
多
く
、
今
後
は
、

結
果
に
基
づ
く
リ
ス
ク
選
好

を
明
示
し
て
経
営
判
断
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
、
と
の

指
摘
が
あ
っ
た
。
個
人
的
な

見
解
と
し
て
は
、
ス
ト
レ
ス

シ
ナ
リ
オ
に
経
営
レ
ベ
ル
が

よ
り
関
与
を
強
め
、
想
定
し

得
る
、
そ
し
て
蓋
然
性
が
あ

る
す
べ
て
の
シ
ナ
リ
オ
を
議

論
し
、
対
応
策
を
積
み
上
げ

て
い
く
と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
う
ま
く
回
す
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

個
社
内
だ
け
で
は
な
く
、
経

営
レ
ベ
ル
で
、
業
界
を
超
え

て
議
論
の
共
有
な
ど
が
な
さ

れ
た
方
が
よ
い
と
考
え
て
い

る
。
ス
ト
レ
ス
シ
ナ
リ
オ
研

究
会
な
ど
を
通
じ
て
そ
う
し

た
努
力
を
し
て
き
て
い
る

が
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
実
効
性
の
向

上
の
た
め
、
さ
ら
に
議
論
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

　
長
期
低
迷
を
続
け
る
経
済
環
境
の
中
、
日
本
の
保
険
・
金
融
業
界
は
、
国
家
財
政
の

赤
字
幅
の
拡
大
に
伴
う
国
債
暴
落
リ
ス
ク
や
、
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
自
然
災
害
リ

ス
ク
、
ア
ジ
ア
周
辺
諸
国
と
の
領
土
問
題
に
起
因
す
る
地
政
学
的
リ
ス
ク
と
い
っ
た
、

日
本
の
社
会
や
経
済
に
甚
大
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
リ
ス
ク
に
取
り
囲

ま
れ
て
い
る
。
ソ
シ
エ
テ
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
証
券
東
京
支
店
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ツ
統
括

本
部
の
酒
井
重
人
副
社
長
は
「
想
定
さ
れ
得
る
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ス
ク
へ
の
対
応
を
考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
一
方
で
、
そ
れ
ら
の
リ
ス
ク
が
連
続
し
て
起
こ
る
シ
ナ
リ
オ
も
あ

り
得
る
。
そ
う
し
た
リ
ス
ク
は
個
社
レ
ベ
ル
で
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
り
、
国
家
レ
ベ

ル
で
の
政
策
対
応
の
議
論
が
よ
り
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
政
策
対
応
を
読
み

込
ん
だ
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
」
と
強
調
す
る
。
保
険
・
金

融
業
界
へ
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
導
入
や
、
経
営
レ
ベ
ル
で
の
ス
ト
レ
ス
シ
ナ
リ
オ
へ
の
取
り
組
み

な
ど
で
、
実
務
的
な
議
論
を
長
年
行
っ
て
い
る
酒
井
氏
に
、
現
在
の
日
本
の
金
融
機
関

・
保
険
会
社
が
置
か
れ
て
い
る
リ
ス
ク
の
状
況
や
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
コ
メ
ン

ト
を
求
め
た
。
同
氏
は
現
在
、
日
本
保
険
リ
ス
ク
学
会
副
会
長
、
日
本
ア
ク
チ
ュ
ア
リ

ー
会
Ｅ
Ｒ
Ｍ
委
員
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
務
め
る
。

時
価
会
計
や
規
制
の
下
で
長
期
投
資
に
制
約

酒井氏

 保険・金融業界「リスクの行方」④
ソシエテジェネラル証券 東京支店グローバルマーケッツ統括本部　酒井重人副社長

「
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ス
ク
」を
危
惧

政
策
対
応
読
み
込
ん
だ
シ
ナ
リ
オ
作
成
を


